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【手続補正書】
【提出日】平成24年10月15日(2012.10.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　符号化対象ブロックを所定の仮境界で複数の仮領域に分割する仮領域分割部と、
　各仮領域に対して動きベクトルを検出する動きベクトル検出部と、
　各仮領域の動きベクトルを用いて、参照画像から前記符号化対象ブロックに対応した複
数の予測ブロックを生成し、複数の予測ブロックに基づいて本境界を決定し、前記各予測
ブロックを前記本境界で分割して得た領域を前記各予測ブロック間で結合させることによ
り、合成予測ブロックを生成する動き補償部と、
　前記合成予測ブロックを前記符号化対象ブロックより減算した予測差分ブロックと、各
仮領域の動きベクトルとを符号化する符号化部とを備えることを特徴とする動画像符号化
装置。
【請求項２】
　前記動き補償部は、前記各予測ブロックを前記本境界で分割して得られる領域が非対称
になるように前記本境界を決定することを特徴とする請求項１に記載の動画像符号化装置
。
【請求項３】
　前記動き補償部は、複数の予測ブロックのアクティビティに基づいて本境界を決定する
ことを特徴とする請求項１または２に記載の動画像符号化装置。
【請求項４】
　前記動き補償部は、複数の予測ブロックの各隣接画素間のアクティビティに基づいて本
境界候補に対応する評価値を算出し、前記評価値を用いて本境界候補の中から本境界を決
定することを特徴とする請求項３に記載の動画像符号化装置。
【請求項５】
　符号化対象ブロックを所定の仮境界で複数の仮領域に分割するステップと、
　各仮領域に対して動きベクトルを検出するステップと、
　各仮領域の動きベクトルを用いて、参照画像から前記符号化対象ブロックに対応した複
数の予測ブロックを生成し、複数の予測ブロックに基づいて本境界を決定し、前記各予測
ブロックを前記本境界で分割して得た領域を前記各予測ブロック間で結合させることによ
り、合成予測ブロックを生成するステップと、
　前記合成予測ブロックを前記符号化対象ブロックより減算した予測差分ブロックと、各
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仮領域の動きベクトルとを符号化するステップとを備えることを特徴とする動画像符号化
方法。
【請求項６】
　合成予測ブロックを生成するステップは、前記各予測ブロックを前記本境界で分割して
得られる領域が非対称になるように前記本境界を決定することを特徴とする請求項５に記
載の動画像符号化方法。
【請求項７】
　符号化対象ブロックを所定の仮境界で複数の仮領域に分割する機能と、
　各仮領域に対して動きベクトルを検出する機能と、
　各仮領域の動きベクトルを用いて、参照画像から前記符号化対象ブロックに対応した複
数の予測ブロックを生成し、複数の予測ブロックに基づいて本境界を決定し、前記各予測
ブロックを前記本境界で分割して得た領域を前記各予測ブロック間で結合させることによ
り、合成予測ブロックを生成する機能と、
　前記合成予測ブロックを前記符号化対象ブロックより減算した予測差分ブロックと、各
仮領域の動きベクトルとを符号化する機能とをコンピュータに実現させることを特徴とす
る動画像符号化プログラム。
【請求項８】
　合成予測ブロックを生成する機能は、前記各予測ブロックを前記本境界で分割して得ら
れる領域が非対称になるように前記本境界を決定することを特徴とする請求項７に記載の
動画像符号化プログラム。
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